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1．変更理由 

船舶の大型化に対応するため、南部地区の公共埠頭計画及び水域施設計画

を変更する。 

ふ頭の施設計画及びふ頭背後用地の利用形態の変化に対応するため、中部

地区の港湾環境整備施設計画及び土地利用計画を変更する。 

海の森公園への交通機能を確保するため、中央防波堤地区に臨港交通施設

を計画するとともに、これに伴う港湾環境整備施設計画及び土地利用計画

を変更する。 

用途廃止された交通機能用地を海の森公園と一体として整備するため、中

央防波堤地区の港湾環境整備施設計画及び土地利用計画を変更する。 
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2．港湾施設の規模及び配置に関する資料 

船舶の大型化に対応するため、南部地区の公共埠頭計画及び水域施設計

画を変更する。 

また、海の森公園への交通機能を確保するため、中央防波堤地区に臨港

交通施設を計画する。 

図 2-1 計画変更位置図 

羽田地区

中央防波堤地区

南部地区

中部地区

東部地区

内港地区

計画変更位置 

計画変更位置 
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 2.1 公共埠頭計画 

(1) 南部地区 

船舶の大型化に対応するため、砂利・砂等の内貿貨物を取り扱う公共

埠頭を次のとおり変更する。 

表 2-1-1 公共埠頭計画 

地区名 埠頭名 
既定計画 今回計画 

種別 
水深
(m) 

バース
数 

延長 
(m) 

対象船舶 
(DWT) 

水深 
(m) 

バース
数 

延長 
(m) 

対象船舶 
(DWT) 

南部 
地区 

大井その２ 
建材 

5.0 4 280 1,000 6.5 3 280 2,500 
既設の 
変更計画 

【既定計画】 【今回計画】

図 2-1-1 公共埠頭計画の既定計画図と今回計画図 

大井ふ頭その２  大井ふ頭その２  

大井その２建材  

（-5.0m）4 バース 280m oo4～oo7 

対象船舶：1,000DWT 

大井その２建材  

（-6.5ｍ）３バース 280m oo4～oo6 

対象船舶：2,500DWT 
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 2.2 水域施設計画 

(1) 泊地及び航路・泊地計画 

船舶の大型化に対応するため、泊地及び航路・泊地を次のとおり計画する。 

表 2-2-1 泊地計画 

地区名 対象施設名 
対象船舶 

(DWT) 

水深 

（m） 

面積 

（ha） 
種別 

南部地区 大井その２建材 2,500 6.5 1.7 新規計画 

表 2-2-2 航路・泊地計画 

地区名 対象施設名 
対象船舶 

(DWT) 

水深 

（m） 

面積 

（ha） 
種別 

南部地区 大井その２建材 2,500 6.5 5.9 新規計画 

【既定計画】            【今回計画】 

図 2-2-1 水域施設計画の既定計画図と今回計画図 

大井ふ頭その２  大井ふ頭その２  

泊地（-6.5）1.7ha 

航路・泊地（-6.5）  

5.9ha 

航路・泊地  
(-7.5) 

航路・泊地  
(-7.5) 

大井その２建材  大井その２建材  
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(2) 操船例図 

     泊地及び航路・泊地の変更に係る操船例図は次のとおりである。 

図 2-2-2 大井その２建材前面の回頭水域・操船例図（入港時） 

図 2-2-3 大井その２建材前面の操船例図（出港時） 

出港時 

2L=165m 

(-6.5) 

入港時 

(-6.5) 

載貨重量トン数 2,500DWT級

全長 82.5ｍ
型幅 13.6ｍ

諸元等

載貨重量トン数 2,500DWT級

全長 82.5ｍ
型幅 13.6ｍ

諸元等

大井その２建材 

大井その２建材 
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 2.3 臨港交通施設計画 

海の森公園への交通機能を確保するため、臨港交通施設を次のとおり計

画する。 

表 2-3-1 臨港交通施設計画 

地区名 種類 施設名 起点 終点 車線数 種別 

中央防波堤

地区 

臨港道路 中防内 

６号線 

中防内 

１号線 

中防内 

５号線 

２ 新規計画 

【既定計画】            【今回計画】 

図 2-3-1 臨港交通施設計画の既定計画図と今回計画図 

中央防波堤地区  中央防波堤地区  
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3．港湾の環境の整備及び保全に関する資料 

 3.1 港湾環境整備施設計画 

(1) 緑地の現況と計画 

 ふ頭の施設計画及びふ頭背後用地の利用形態の変化に対応するため、

中部地区の港湾環境整備施設計画を変更する。 

 また、海の森公園への交通機能を確保するため臨港交通施設を計画する

とともに、用途廃止された交通機能用地を海の森公園と一体として整備す

るため、中央防波堤地区の港湾環境整備施設計画を変更する。 

表 3-1-1 緑地の現況と計画 

緑地面積
（ha）

状況
緑地面積
（ha）

計画の種類 備考

① 0.9 既設     0.0 ― 既設の廃止

② 2.0 既定計画 1.7 既定計画の変更計画
土地利用計画の変更に伴う
0.3ha既定計画の削除

③ 1.2 新規計画

④ 85.7 既設（工事中） 82.2 既設（工事中）の変更計画
臨港交通施設計画に伴う
3.5ha既設（工事中）の廃止

⑤ 1.0 新規計画

地
区
名

位置

緑地の現況 緑地計画

中
部
地
区

中
央

防
波
堤

地
区
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図 3-1-1 緑地計画位置図（中部地区） 

図 3-1-2 緑地計画位置図（中央防波堤地区） 

①［既設の廃止］ 

緑地 0.9ha 

②［既定計画の削除］ 

緑地 0.3ha 

②［既定計画の変更計画］ 

緑地 1.7ha 

③［新規計画］ 

緑地 1.2ha 

凡 例 

既設 

 新規計画及び既定計画の変更計画 

 既定計画の削除及び既設の廃止 

④［既設（工事中）の変更計画］ 

緑地 82.2ha 
⑤［新規計画］ 

緑地 1.0ha 
④［既設（工事中）の廃止］ 

緑地 3.5ha 

凡 例 

既設（工事中）の変更計画 

 新規計画 

 既設（工事中）の廃止 
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4．土地利用計画に関する資料 

 4.1 土地利用計画 

中部地区及び中央防波堤地区の土地利用計画を変更する。 

図 4-1-1 計画変更位置図 

中央防波堤地区

中部地区

東部地区

内港地区

計画変更位置 

計画変更位置 

羽田地区

南部地区
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表 4-1-1 土地利用計画 

今回計画                            単位：ha 

用途

地区名 

埠頭 

用地 

港湾関 

連用地 

交流厚 

生用地 

工業 

用地 

都市機 

能用地 

交通機 

能用地 
緑地 

廃棄物 

処理施 

設用地 

海面処 

分用地 
合計 

中部地区
(147.5)

147.5 

(92.9) 

92.9 

(48.1) 

48.1 

(29.4) 

29.4 193.7 

(44.4) 

136.6 

(48.7) 

113.5 

(411.0)

761.7 

中央 

防波堤 

地区 

(146.7)

146.7 

(212.1)

212.1 

(16.9) 

16.9 16.6 

(78.1) 

104.5 

(181.1)

207.6 

(46.0) 

46.0 

(245.4)

245.4 

（926.3)

995.8 

既定計画                            単位：ha 

用途

地区名 

埠頭 

用地 

港湾関 

連用地 

交流厚 

生用地 

工業 

用地 

都市機 

能用地 

交通機 

能用地 
緑地 

廃棄物 

処理施 

設用地 

海面処 

分用地 
合計 

中部地区
(147.2)

147.2 

(93.2) 

93.2 

(48.1) 

48.1 

(29.4) 

29.4 193.7 

(44.4) 

136.6 

(48.7) 

113.5 

（411.0)

761.7 

中央 

防波堤 

地区 

(146.7)

146.7 

(212.1)

212.1 

(16.9) 

16.9 16.6 

(75.6) 

102.0 

(183.6)

210.1 

(46.0) 

46.0 

(245.4)

245.4 

（926.3)

995.8 

注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する地域の保全に特に密接に
関連する土地利用計画で内数である。 

注２）端数処理のため、内訳の和は必ずしも合計とならない。 

注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する地域の保全に特に密接に
関連する土地利用計画で内数である。 

注２）端数処理のため、内訳の和は必ずしも合計とならない。 
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 4.2 中部地区の土地利用計画変更について 

    ふ頭の施設計画及びふ頭背後用地の利用形態の変化に対応するため、中

部地区の土地利用計画を変更する。 

【既定計画】              【今回計画】 

図 4-2-1 土地利用計画変更平面図（中部地区） 

表 4-2-1 土地利用計画変更面積（中部地区） 

既定計画 今回計画 

用途 
面積 

(ha) 
用途 

面積 

(ha) 

緑地 0.9 港湾関連用地 0.9 

緑地 2.0 
緑地 1.7 

埠頭用地 0.3 

港湾関連用地 32.2 
港湾関連用地 31.0  

緑地 1.2 

今回計画における面積の増減 

用途 
減面積 

(ha) 

増面積 

(ha) 

埠頭用地 ― 0.3 

港湾関連用地 0.3 ― 

緑地 ― ― 
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 4.3 中央防波堤地区の土地利用計画変更について 

    海の森公園への交通機能を確保するため臨港交通施設を計画するととも

に、用途廃止された交通機能用地を海の森公園と一体として整備するため、

中央防波堤地区の土地利用計画を変更する。 

【既定計画】              【今回計画】 

図 4-3-1 土地利用計画変更平面図（中央防波堤地区） 

表 4-3-1 土地利用計画変更面積（中央防波堤地区） 

既定計画 今回計画 

用途 
面積 

(ha) 
用途 

面積 

(ha) 

緑地 85.7 
緑地 82.2 

交通機能用地 3.5 

交通機能用地 1.0 緑地 1.0 

今回計画における面積の増減 

用途 
減面積 

(ha) 

増面積 

(ha) 

交通機能用地 ― 2.5 

緑地 2.5 ― 
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5．環境保全に関する資料 

 5.1 環境影響の評価 

(1) 大気環境（大気質、騒音、振動、悪臭） 

今回計画は、東京港及び周辺の交通量を変化させるものではないこと

から、大気質、騒音、振動への影響はほとんどないものと考えられる。 

また、今回計画では、新たに悪臭を発生させるような施設の立地は想定

していないことから、悪臭による影響はない。 

(2) 水環境（潮流、水質、底質）、土壌環境（地形）、生物環境（動物、植物、生態系） 

今回計画は潮流、水質、底質を変化させるものではない。このため、水

環境、土壌環境、生物環境への影響はほとんどないものと考えられる。 

(3) 自然との触れ合い（景観、人と自然との触れ合い活動の場） 

今回計画は、景観、人と自然との触れ合い活動の場へ与える影響は小さ

いことから、自然との触れ合いへの影響はほとんどないものであると考え

られる。 

(4) その他（漁業） 

今回計画が海生生物・生態系に与える影響は小さいと予測されることか

ら、漁業に与える影響ほとんどないものと考えられる。 

 5.2 総合評価 

今回計画に伴う東京港周辺の環境に与える影響について予測・評価を行

った結果、いずれの項目も影響は軽微であると考えられる。 

 なお、計画の実施に当たっては、環境保全について十分に配慮するとと

もに、工法・工期等について十分に検討し、十分な監視体制のもとに、環

境に与える影響をより少なくするように慎重に行うものとする。 
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